






研究目的

　本年度は主として,C バンド法による多型現象の技術的な判定規準を定め,実

際にその規準によって得られた分析結果を検討した。さらに多数例での Q多型

分析から得られた所見について検討を加えた。この調査中,一家系で de novo

の Y染色体長腕欠失を見出した。また,いわゆる“XX male”と思われる一例の

患者の血液・皮膚・性腺の細胞遺伝学的検査から,診断上の重要な示唆が得ら

れた。


